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に
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一　

は
じ
め
に

科
学
技
術
の
発
展
は
、
常
に
新
た
な
法
律
問
題
を
生
ぜ
し
め
て
き
た
。
刑
事
手
続
の
領
域
に
限
っ
て
も
、
例
え
ば
、
通
信
会
話
の
傍

受
、
自
動
速
度
取
締
り
装
置
の
利
用
、
Ｎ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
、
監
視
カ
メ
ラ
の
利
用
、
Ｘ
線
に
よ
る
荷
物
の
内
容
物
の
検
査
、
声
紋
鑑
定
、 
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Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
等
々
、
科
学
的
機
器
を
用
い
た
捜
査（（
（

の
適
否
、
及
び
、
そ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
証
拠
の
証
拠
能
力
等
の
問
題
が
、
こ
れ
ま

で
提
起
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
近
年
、
我
々
の
生
活
の
中
で
急
速
に
普
及
し
た
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（（
（

の
中

に
保
存
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
の
搜
索
に
関
す
る
問
題
、
と
り
わ
け
、
逮
捕
に
伴
っ
て
そ
う
し
た
捜
索
を
行
う
際
の
要
件
に
関

わ
る
問
題
で
あ
る
。

合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
二
〇
一
三
年
開
廷
期
、R

iley v. Californi

（
（
（a

に
お
い
て
、
警
察
官
が
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
際
に
被
疑
者
か
ら

携
帯
電
話
を
取
り
上
げ
、
そ
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
捜
索
令
状
を
入
手
せ
ず
に
調
べ
た
こ
と
が
、
令
状
に
基
づ
く
捜
索
・
押

収
を
原
則
と
す
る
合
衆
国
憲
法
第
四
修
正
に
違
反
す
る
か
と
い
う
争
点
に
つ
い
て
審
理
し
た
。「
逮
捕
に
伴
う
捜
索
・
押
収
」
の
法
理
が

適
用
さ
れ
れ
ば
、
無
令
状
で
あ
っ
て
も
捜
索
は
合
憲
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
し
か
も
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
判
例
に
は
、
有
体
物
の
捜

索
に
関
す
る
事
例
で
は
あ
る
が
、
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
際
に
被
疑
者
の
身
体
を
捜
索
す
る
場
合
は
、
逮
捕
被
疑
事
実
と
関
連
す
る
証
拠
が

存
在
す
る
と
の
蓋
然
性
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
、
と
し
た
も
の
が
あ
る
の
で（（
（

、
こ
の
判
例
が
適
用
さ
れ
る
と
、
令
状
要
件
だ
け
で
な
く
、

搜
索
の
実
体
要
件
も
不
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
携
帯
電
話
は
電
話
と
呼
ば
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
機
能
は

単
な
る
電
話
通
信
を
超
え
、
電
話
帳
、
住
所
録
、
メ
モ
、
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ
、
文
書
・
写
真
・
動
画
の
保
存
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
等

の
様
々
な
も
の
を
含
み
、
多
様
な
種
類
の
情
報
を
大
量
に
保
存
し
、
し
か
も
、
複
数
の
情
報
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
携
帯
電
話
の

所
有
者
の
私
的
生
活
の
重
要
な
部
分
を
描
き
出
す
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
携
帯
電
話
の
実
態
は
ミ
ニ
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
は
、
質
・
量
両
面
に
お
い
て
、
有
体
物
の
そ
れ
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
る（（
（

。

R
iley

で
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
を
捜
索
す
る
場
合
は
、
た
と
え
逮
捕
の
際
に
こ
れ
を
行
う
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収
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場
合
で
あ
っ
て
も
捜
索
令
状
が
要
件
と
な
る
と
判
示
し
、「
逮
捕
に
伴
う
捜
索
・
押
収
」
の
法
理
の
適
用
を
否
定
し
た
。
そ
の
理
由
中
で

展
開
さ
れ
た
議
論
は
、
憲
法
三
五
条
、
刑
事
訴
訟
法
二
二
〇
条
で
、
合
衆
国
と
同
様
、
逮
捕
に
伴
う
無
令
状
の
捜
索
・
押
収
を
認
め
て

い
る
我
が
国
に
お
い
て
、
同
様
の
問
題
を
検
討
す
る
上
で
極
め
て
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、

R
iley

の
判
断
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
関
連
判
例
を
外
観
し
た
上
で
、R

iley

の
事
実
の
概
要
と
判
旨
を
紹
介
し
、
こ
の
判
断
の
持
つ
意
義

に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

二　

合
衆
国
最
高
裁R

iley

判
決

１　

R
iley

判
決
の
関
連
判
例

被
疑
者
の
逮
捕
に
伴
う
無
令
状
で
の
捜
索
・
押
収
を
許
容
す
る
「
逮
捕
に
伴
う
捜
索
・
押
収
」
の
法
理
に
つ
い
て
合
衆
国
最
高
裁
判
所

が
最
初
に
言
及
し
た
の
は
、
一
九
一
四
年
のW

eeks v. U
nited State

（
（
（s

の
傍
論
に
お
い
て
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
逮
捕

に
伴
う
捜
索
・
押
収
の
法
理
に
よ
り
許
容
さ
れ
る
無
令
状
搜
索
の
範
囲
を
巡
っ
て
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
判
断
は
、
振
り
子
が
端
か
ら

端
ま
で
振
れ
る
よ
う
に
揺
れ
た
と
言
わ
れ
る（（
（

。
結
局
、
一
九
六
九
年
のChim

el v. Californi

（
（
（a

で
、
逮
捕
に
伴
う
搜
索
と
し
て
無
令
状

で
捜
索
が
許
さ
れ
る
範
囲
は
、「
被
逮
捕
者
の
直
接
的
支
配
下
（w

ithin the im
m

ediate control of the person arrested

）」
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
、「
逮
捕
に
伴
う
捜
索
・
押
収
」
の
法
理
を
支
え
る
根
拠
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
が
、
被
逮
捕
者
に
よ
る
凶

器
の
獲
得
や
証
拠
隠
滅
の
防
止
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
現
在
ま
で
、
こ
のChim

el

が
判
例
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、R

iley

と
最
も
関
連
が
深
い
判
例
は
、
一
九
七
三
年
のU

nited States v. R
obinso

（
（
（n

で
あ
る
。R

obinson

で
は
、
被
疑
者
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は
運
転
免
許
失
効
中
の
自
動
車
の
運
転
と
い
う
交
通
違
反
で
逮
捕
さ
れ
、
逮
捕
官
憲
が
被
疑
者
の
身
体
を
捜
索
し
、
コ
ー
ト
の
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
タ
バ
コ
の
箱
を
取
出
し
、
中
身
を
調
べ
て
ヘ
ロ
イ
ン
を
発
見
し
た
。R

obinson

は
、
逮
捕
に
伴
う
無
令
状
捜
索
を
正
当
化
す
る
逮

捕
官
憲
の
安
全
確
保
、
証
拠
隠
滅
の
防
止
と
い
う
目
的
か
ら
す
る
と
、
被
逮
捕
者
の
身
体
を
捜
索
す
る
場
合
は
、
凶
器
や
逮
捕
被
疑
事
実

と
関
連
性
を
有
す
る
証
拠
が
身
体
に
存
在
す
る
蓋
然
性
を
考
慮
せ
ず
に
、
つ
ま
り
搜
索
の
実
体
要
件
（probable cause

）
が
な
く
て
も
捜

索
が
で
き
、
さ
ら
に
、
捜
索
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
所
持
品
の
中
身
の
捜
索
（
内
容
確
認
）
も
自
動
的
に
行
え
る
と
し
た
。R

obinson

は
有

体
物
の
捜
索
に
関
す
る
事
例
で
あ
る
が
、
こ
の
判
示
が
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
の
搜
索
に
も
妥
当
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
逮
捕
に

伴
っ
て
、
捜
索
令
状
も
さ
ら
に
は
搜
索
の
実
体
要
件
も
な
く
て
も
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
を
捜
査
機
関
は
調
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

合
衆
国
最
高
裁
判
所
がR

iley
で
、
こ
の
逮
捕
に
伴
う
携
帯
電
話
内
デ
ー
タ
の
無
令
状
搜
索
の
可
否
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
、
連

邦
下
級
裁
判
所
、
州
裁
判
所
の
判
断
は
、
積
極
、
消
極
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
分
か
れ
て
い
た
。
無
令
状
捜
索
を
支
持
す
る
判
断
に
は
、

R
obinson

を
形
式
的
に
適
用
し
た
も
の（（（
（

、
携
帯
電
話
の
特
性
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
あ
る
と
認
識
し
、
従
来
問
題
と
さ
れ
て
き
た
証
拠
が

隠
さ
れ
て
い
る
容
器
と
は
、
性
質
が
異
な
る
と
の
前
提
か
ら
議
論
し
つ
つ
も
、
デ
ー
タ
の
操
作
に
よ
る
削
除
等
の
危
険
と
、
当
該
事
案
で

の
捜
索
が
電
話
番
号
の
捜
索
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
の
理
由
に
よ
る
も
の（（（
（

、
憲
法
上
の
保
護
を
考
え
る
上
で
、
容
器
の
中
身
の
価
値
は
問

題
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
写
真
や
信
書
、
日
記
は
情
報
量
が
少
な
い
も
の
の
高
度
な
個
人
情
報
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

R
obinson

法
理
に
よ
り
無
令
状
捜
索
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
情
報
量
が
多
く
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
の
度
合
い
が
強
い

こ
と
が
無
令
状
捜
索
を
認
め
な
い
理
由
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
も
の（（（
（

等
が
あ
る
。
他
方
、
無
令
状
捜
索
を
違
憲
と
す
る
判
断
に
は
、
携
帯

電
話
が
保
存
す
る
情
報
量
の
点
で
、
従
来
問
題
と
さ
れ
て
き
た
証
拠
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
疑
わ
れ
る
容
器
と
異
な
る
こ
と
、
逮
捕
官
憲
の

安
全
確
保
、
証
拠
隠
滅
の
防
止
と
い
う
逮
捕
に
伴
う
無
令
状
捜
索
を
合
憲
と
す
る
根
拠
が
、
携
帯
電
話
の
搜
索
に
は
妥
当
し
な
い
こ
と
と
、
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携
帯
電
話
内
の
情
報
に
は
高
度
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
期
待
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
根
拠
に
挙
げ
る
も
の（（（
（

、
携
帯
電
話
内
に
は
高
度
の
個

人
情
報
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
、R

obinson

で
は
な
くChadw

ic

（
（（
（k

が
先
例
と
な
り
、
逮
捕
に
伴
っ
て
押
収
さ
れ
た
後
は
、
捜
索
に

は
令
状
が
必
要
と
な
る
と
す
る
も
の（（（
（

、
保
存
さ
れ
て
い
る
情
報
の
質
・
量
の
両
面
で
携
帯
電
話
は
タ
バ
コ
の
箱
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
の

で
、Robinson
は
先
例
と
な
ら
ず
、
ま
た
、
携
帯
電
話
は
一
旦
、
逮
捕
に
伴
っ
て
押
収
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
証
拠
が
破
壊
さ
れ
る
虞
れ
も
、

凶
器
と
し
て
用
い
ら
れ
る
危
険
も
な
く
な
る
の
で
、
逮
捕
に
伴
う
無
令
状
捜
索
が
合
憲
と
さ
れ
る
二
つ
の
正
当
化
根
拠
が
と
も
に
妥
当
し

な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の（（（
（

等
が
あ
っ
た（（（
（

。

2　

R
iley

判
決
の
事
実
の
概
要
と
判
旨

⑴　

事
実
の
概
要

R
iley

判
決
で
は
、R

iley v. California
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
搜
索
の
事
案
）
と
、U

nited States v. W
urie

（
二
つ
折
り
式
携
帯
電
話
の

事
案
）
が
併
合
し
て
審
理
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
に
お
け
る
事
実
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ⅰ　

R
iley v. California　

　

申
請
人Riley

は
、
自
動
車
登
録
が
失
効
し
て
い
る
車
両
を
運
転
し
た
交
通
違
反
で
警
察
官
に
停
車
さ

せ
ら
れ
、車
両
は
イ
ン
パ
ウ
ン
ド
さ
れ
て
警
察
署
に
移
動
さ
れ
た
後
、イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
・
サ
ー
チ（（（
（

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
・

サ
ー
チ
に
よ
り
車
両
内
か
ら
弾
丸
の
装
填
さ
れ
た
ハ
ン
ド
ガ
ン
が
発
見
さ
れ
、Riley

は
銃
の
不
法
所
持
の
罪
で
逮
捕
さ
れ
た
。
逮
捕
に

伴
う
搜
索
と
し
て
更
に
捜
索
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
警
察
官
はRiley
を
ス
ト
リ
ー
ト
・
ギ
ャ
ン
グ
と
結
び
つ
け
る
物
品
を
発
見
し
、

ま
た
、Riley

の
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
取
り
出
し
、
押
収
し
た
。
こ
の
警
察
官
は
、
さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
電
子
メ
ー
ル
の
履
歴
等
を
調
べ
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
ギ
ャ
ン
グ
の
構
成
員
を
意
味
す
る
文
字
が
メ
ー
ル
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
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発
見
し
た
。
逮
捕
か
ら
約
二
時
間
後
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
ギ
ャ
ン
グ
対
策
班
の
警
察
官
が
、
さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
内
の
デ
ー
タ
を
調

べ
、
そ
れ
に
よ
り
、
こ
の
逮
捕
の
数
週
間
前
に
発
生
し
た
ス
ト
リ
ー
ト
・
ギ
ャ
ン
グ
に
よ
る
銃
撃
事
件
とRiley

を
結
び
つ
け
る
動
画
や

写
真
を
発
見
し
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、Riley

を
車
両
内
か
ら
の
銃
の
発
射
、
半
自
動
小
銃
を
用
い
た
暴
行
（assault

）、
謀
殺
未
遂
の
罪
で
起
訴
し
、

さ
ら
に
、Riley
の
犯
罪
行
為
は
ス
ト
リ
ー
ト
・
ギ
ャ
ン
グ
と
い
う
犯
罪
組
織
の
利
益
の
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
州
法

上
の
刑
の
加
重
事
由
に
当
た
る
と
主
張
し
た
。
公
判
でRiley

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
内
の
デ
ー
タ
は
、
緊
急
性
の
例
外
に
よ
っ
て
は
正

当
化
さ
れ
な
い
憲
法
違
反
の
無
令
状
捜
索
に
よ
り
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
証
拠
か
ら
の
排
除
を
申
し
立
て
た
が
、
公
判
裁
判
所
は

こ
の
申
立
を
却
下
し
た
。Riley
は
す
べ
て
の
訴
因
に
つ
き
有
罪
と
認
定
さ
れ
、
刑
も
加
重
さ
れ
て
一
五
年
以
上
終
身
ま
で
の
収
監
刑
を

言
い
渡
さ
れ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
控
訴
裁
判
所
は
、
被
逮
捕
者
の
身
体
か
ら
押
収
し
た
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
に
対
す
る
搜
索
は
、

合
衆
国
憲
法
第
四
修
正
上
も
逮
捕
に
伴
う
搜
索
と
し
て
無
令
状
で
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
、
と
判
示
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
判

所
の
判
例（（（
（

に
依
拠
し
て
、
公
判
裁
判
所
の
判
断
を
確
認
し
た
。
合
衆
国
最
高
裁
判
所
に
よ
り
事
件
移
送
令
状
発
給
申
請
（certiorari

）
が

認
容
さ
れ
た
。

ⅱ　

U
nited States v. W

urie　
　

被
申
請
人W

urie
は
薬
物
販
売
の
現
場
を
警
邏
中
の
警
察
官
に
目
撃
さ
れ
、
逮
捕
さ
れ
て
警
察

署
に
連
行
さ
れ
た
。W

urie

は
警
察
署
で
身
体
の
捜
索
を
受
け
、二
つ
折
り
式
の
携
帯
電
話
を
押
収
さ
れ
た
。
こ
の
携
帯
電
話
に
「
自
宅
」

と
表
示
さ
れ
る
送
信
先
か
ら
繰
り
返
し
架
電
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
警
察
官
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
電
話
帳
を
使
っ
て
送
信
先

の
住
所
を
割
り
出
し
、
そ
の
住
所
がW

urie

の
自
宅
ア
パ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
捜
索
令
状
を
入
手
し
て
ア
パ
ー
ト
を

捜
索
し
た
。
こ
の
捜
索
に
よ
り
、
二
一
五
ｇ
の
ク
ラ
ッ
ク
・
コ
ケ
イ
ン
と
マ
リ
ワ
ナ
、
麻
薬
器
具
、
銃
器
、
弾
薬
、
現
金
が
発
見
さ
れ
、
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逮
捕
に
伴
う
搜
索
・
押
収
の
法
理
と
携
帯
電
話
内
デ
ー
タ
の
捜
索
（
柳
川
）

押
収
さ
れ
た
。

W
urie

は
ク
ラ
ッ
ク
・
コ
ケ
イ
ン
の
頒
布
、
頒
布
目
的
所
持
、
重
罪
犯
人
に
よ
る
銃
器
と
弾
薬
の
所
持
の
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。W

urie
は
、
ア
パ
ー
ト
の
捜
索
に
よ
り
獲
得
さ
れ
た
証
拠
は
、
携
帯
電
話
に
対
す
る
違
憲
の
搜
索
の
果
実
で
あ
る
と
し
て
証
拠
か
ら
の
排
除
を
申

し
立
て
た
が
、
合
衆
国D

istrict Court

は
、
こ
の
排
除
申
立
を
却
下
し
、
三
つ
の
訴
因
全
て
に
つ
い
てW

urie

を
有
罪
と
認
定
し
て
、

二
一
年
一
〇
ヶ
月
の
収
監
刑
を
宣
告
し
た
。
第
一
巡
回
区Court of A

ppeals

は
、携
帯
電
話
が
多
量
の
個
人
情
報
を
保
存
す
る
一
方
で
、

法
執
行
上
の
利
益
に
対
し
て
は
ほ
と
ん
ど
脅
威
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
点
で
、
有
体
物
た
る
所
持
品
と
は
異
な
る
独
特
の
性
質
を
有
す
る

こ
と
を
認
め
、
そ
し
て
こ
れ
を
理
由
に
、
逮
捕
に
伴
う
搜
索
と
し
て
無
令
状
で
携
帯
電
話
を
捜
索
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
判
示
し
た
。

そ
し
て
、
証
拠
排
除
申
立
を
却
下
し
たD

istrict Court

の
判
断
を
破
棄
し
、
さ
ら
に
、
ク
ラ
ッ
ク
・
コ
ケ
イ
ン
の
頒
布
目
的
所
持
と
重

罪
犯
人
に
よ
る
銃
器
と
弾
薬
の
所
持
の
訴
因
に
つ
い
て
の
有
罪
判
決
を
破
棄
し
た
。
合
衆
国
最
高
裁
判
所
に
よ
り
事
件
移
送
令
状
発
給
申

請
が
認
容
さ
れ
た
。

⑵　

判　
　
　

旨

ⅰ　

法
廷
意
見
はRoberts

主
席
裁
判
官
が
執
筆
し
た（（（
（

。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
二
つ
折
り
式
の
携
帯
電
話
が
、
機
能
・
性
能
に
お
い
て

異
な
る
点
が
あ
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
捜
索
を
法
律
上
同
一
の
問
題
と
し
て
扱
っ
て
い
る（（（
（

。

A　
判
断
枠
組
み

法
廷
意
見
は
、ま
ず
、先
例
に
従
い
、合
衆
国
憲
法
第
四
修
正
に
お
け
る
憲
法
適
合
性
判
断
の
究
極
の
試
金
石
は
第
四
修
正
に
言
う
「
合

理
性
」
で
あ
る
と
し
、
無
令
状
捜
索
が
第
四
修
正
上
許
容
さ
れ
る
か
否
か
の
判
断
も
、
こ
の
「
合
理
性
」
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
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に
、
無
令
状
捜
索
は
原
則
と
し
て
「
不
合
理
な
」
捜
索
と
な
り
、
特
定
の
例
外
に
該
当
す
る
と
き
に
の
み
「
合
理
的
な
」
搜
索
と
な
る
と

し
、
そ
し
て
、
特
定
の
例
外
に
含
ま
れ
る
か
否
か
は
、
ま
ず
は
第
四
修
正
採
択
時
の
法
状
況
か
ら
判
断
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
正
確
な
判

断
指
針
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、無
令
状
捜
索
に
よ
る
「
政
府
の
正
当
な
利
益
を
増
進
す
る
必
要
」
と
「
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
の
程
度
」

と
の
衡
量
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
も
と
よ
り
、
二
つ
折
り
式
の
携
帯
電
話
も
、
こ
れ
が
普
及
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
一
五
年
に
満
た
な
い
の
で
、
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
の
捜
索
を
逮
捕
に
伴
い
無
令
状
で
行
い
う
る
か
と
い
う
本
件
の
問

い
は
、
後
者
の
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
と
す
る
。

次
に
法
廷
意
見
は
、
逮
捕
に
伴
う
無
令
状
捜
索
を
正
当
化
す
る
「
正
当
な
政
府
の
利
益
を
増
進
す
る
必
要
」
は
、Chim

e

（
（（
（

l

に
よ
り
、

逮
捕
官
憲
の
安
全
確
保
と
証
拠
隠
滅
の
防
止
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
し
、
こ
れ
と
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
と
い
う
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

に
対
す
る
侵
害
の
度
合
い
が
衡
量
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
し
か
も
、
こ
の
衡
量
は
、R

obinso

（
（（
（n

で
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
個
別
事

例
の
状
況
に
応
じ
て
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
行
う
の
で
は
な
く
、
携
帯
電
話
と
い
う
こ
の
特
定
の
タ
イ
プ
の
所
持
品
に
対
し
「
逮

捕
に
伴
う
搜
索
」
の
法
理
が
適
用
で
き
る
か
、
と
い
う
形
で
類
型
的
に
行
わ
れ
る
の
だ
と
い
う（（（
（

。
そ
し
て
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、

R
obison

で
行
わ
れ
た
対
立
す
る
利
益
の
認
定
と
衡
量
の
結
果
は
、
捜
索
対
象
が
有
体
物
の
場
合
に
妥
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
携
帯
電

話
内
の
デ
ー
タ
が
捜
索
対
象
の
場
合
は
利
益
状
況
が
異
な
り
、R

obison

を
拡
張
し
て
、
逮
捕
に
伴
う
携
帯
電
話
内
情
報
の
無
令
状
捜
索

を
合
憲
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
し
た
。

B　
正
当
な
政
府
の
利
益
を
増
進
す
る
必
要

　

①
逮
捕
官
憲
の
安
全
確
保
の
必
要

逮
捕
官
憲
の
安
全
確
保
の
点
に
つ
い
て
、法
廷
意
見
は
、次
の
よ
う
に
言
う
。
ま
ず
、携
帯
電
話
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
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逮
捕
に
伴
う
搜
索
・
押
収
の
法
理
と
携
帯
電
話
内
デ
ー
タ
の
捜
索
（
柳
川
）

タ
そ
れ
自
体
は
、
被
逮
捕
者
が
逮
捕
官
憲
に
危
害
を
加
え
、
逃
亡
を
図
る
た
め
の
凶
器
に
は
な
り
え
な
い
。
さ
ら
に
、
携
帯
電
話
と
ケ
ー

ス
の
間
に
カ
ミ
ソ
リ
な
ど
の
凶
器
が
隠
さ
れ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
携
帯
電
話
機
の
外
側
を
調
べ
れ
ば

済
み
、
そ
し
て
、
こ
れ
は
逮
捕
に
伴
う
捜
索
と
し
て
許
さ
れ
て
い
る
。
対
象
が
有
体
物
で
あ
れ
ば
、R

obinson

で
の
タ
バ
コ
の
箱
の
よ

う
に
も
の
で
あ
っ
て
も
、
中
に
何
が
入
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
を
被
逮
捕
者
か
ら
取
り
上
げ
た
後
も
中
に
凶
器
が
隠
さ
れ

て
い
な
い
か
調
べ
る
必
要
が
あ
る
が
、
携
帯
電
話
の
場
合
は
中
に
は
電
子
デ
ー
タ
し
か
な
い
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
必
要
は
な
く
、
逮
捕
官

憲
も
そ
の
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
、
と
言
う
。

ま
た
、
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
犯
者
が
逮
捕
現
場
に
向
か
っ
て
い
る
な
ど
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
も
あ
り
、
こ
れ
が
逮
捕
官
憲
の
安
全
確
保
に
つ
な
が
る
と
政
府
が
主
張
し
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
デ
ー
タ
の
搜
索
が
こ
の
よ
う

な
形
で
逮
捕
官
憲
の
安
全
確
保
に
役
立
つ
こ
と
が
実
際
に
あ
る
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
官
憲
へ
の
危
害
の
防
止
は
、

Chim
el

で
は
「
被
逮
捕
者
」
に
よ
る
加
害
の
防
止
が
無
令
状
搜
索
の
正
当
化
根
拠
に
な
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
被
逮
捕
者
以
外
の
者

に
よ
る
場
合
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
と
言
う
。

　

②
証
拠
隠
滅
防
止
の
必
要

次
に
、
証
拠
隠
滅
を
防
止
す
る
必
要
に
関
し
て
は
、
法
廷
意
見
は
、
ま
ず
、
捜
索
令
状
を
入
手
す
る
ま
で
の
間
、
携
帯
電
話
を
押
収
し

保
全
す
る
こ
と
は
で
き
、
そ
し
て
、
一
旦
保
全
措
置
を
講
じ
て
し
ま
え
ば
、
被
逮
捕
者
自
身
が
携
帯
電
話
の
デ
ー
タ
を
削
除
す
る
こ
と
は

で
き
な
く
な
る
と
言
う
。
遠
隔
操
作
に
よ
る
デ
ー
タ
消
去
（rem

ote w
iping

）
と
デ
ー
タ
の
暗
号
化
（data encryption

）
に
よ
る
証
拠
隠

滅
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
と
政
府
が
主
張
し
た
の
に
対
し
て
は
、
そ
も
そ
も
、
逮
捕
に
伴
う
搜
索
は
、Chim

el

に
よ
れ
ば
、
被
逮
捕

者
自
身
に
よ
る
証
拠
隠
滅
を
防
止
す
る
た
め
に
無
令
状
で
行
い
う
る
の
で
あ
り
、
逮
捕
現
場
に
い
な
い
第
三
者
に
よ
る
証
拠
隠
滅
の
危
険
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や
携
帯
電
話
機
の
保
護
機
能
に
対
応
す
る
た
め
の
捜
索
は
、
逮
捕
に
伴
う
捜
索
と
し
て
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
、
遠
隔
操

作
に
よ
る
デ
ー
タ
消
去
と
デ
ー
タ
の
暗
号
化
を
阻
止
す
る
の
に
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
を
捜
索
し
て
も
効
果
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
か
え
っ

て
、
携
帯
電
話
機
の
電
源
を
切
っ
た
り
バ
ッ
テ
リ
ー
を
外
し
た
り
、
あ
る
い
は
電
波
を
遮
断
す
る
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
の
バ
ッ
グ
に
携
帯
電
話

機
を
入
れ
る
な
ど
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
遮
断
す
る
方
法
に
よ
る
方
が
有
効
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
仮
に
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
な
い
携

帯
電
話
を
押
収
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
自
動
ロ
ッ
ク
機
能
や
暗
号
化
機
能
を
オ
フ
に
す
る
こ
と
な
ど
が
、
捜
索
令
状
入
手
の
間
、
捜
索

対
象
を
保
全
す
る
た
め
に
必
要
な
合
理
的
装
置
を
講
ず
る
こ
と
を
認
め
るM

cA
rthur

法
理（（（
（

に
照
ら
し
て
許
容
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
す

る
。C　

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
の
度
合
い

R
obinson

で
は
、
逮
捕
と
い
う
政
府
に
よ
る
重
大
な
権
限
行
使
が
既
に
な
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
被
逮
捕
者
の
身
体
の
搜
索
と
所

持
品
の
中
身
の
検
分
が
行
わ
れ
て
も
、
逮
捕
と
比
較
す
れ
ば
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
へ
の
軽
微
な
干
渉
が
付
加
的
に
行
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
い

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
被
逮
捕
者
の
身
体
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
が
逮
捕
に
よ
り
縮
減
し
た
と
い
う
考
え
で
あ
る
、

と
法
廷
意
見
は
言
う
。
そ
し
て
、
こ
の
逮
捕
に
よ
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
縮
減
と
い
う
考
え
方
が
、
逮
捕
に
伴
う
無
令
状
捜
索
を
正
当
化

す
る
も
う
一
つ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
上
で
さ
ら
に
、
逮
捕
に
よ
り
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
が
縮
減
し
た
と
し
て
も
、

そ
こ
で
干
渉
を
受
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
利
益
が
極
め
て
重
大
な
も
の
で
あ
れ
ば
、捜
索
に
令
状
が
要
件
と
な
る
場
合
が
あ
る
と
言
う
。

　

①
携
帯
電
話
内
保
存
デ
ー
タ
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
重
要
性

現
在
の
携
帯
電
話
は
、
電
話
通
信
機
能
の
他
、
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ
、
電
話
帳
、
住
所
録
、
日
記
、
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

を
有
し
て
お
り
、
多
種
多
様
で
膨
大
な
量
の
情
報
を
収
集
・
保
存
で
き
る
と
い
う
際
立
っ
た
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
機
能
に
よ



五
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逮
捕
に
伴
う
搜
索
・
押
収
の
法
理
と
携
帯
電
話
内
デ
ー
タ
の
捜
索
（
柳
川
）

り
収
集
・
保
存
さ
れ
た
情
報
は
、
様
々
な
種
類
の
も
の
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
種
類
の
情
報
か
ら
は
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
た
と
え
一
種
類
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
量
の
膨
大
さ
か
ら
個
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
生
活
を
描
き

出
す
こ
と
も
で
き
、
し
か
も
そ
れ
は
、
過
去
に
遡
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、
携
帯
電
話
を
保
有
し
て
い
る
成
人
の
ア
メ

リ
カ
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
情
報
を
携
帯
電
話
内
に
保
存
し
て
い
る
。
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ

は
、
量
的
な
面
で
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
付
き
の
携
帯
電
話
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ッ
ブ
・
ペ
ー
ジ

の
閲
覧
履
歴
を
調
べ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
個
人
の
私
的
な
関
心
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
位
置
確
認
情
報
機
能
を
使
え
ば
、
個
人
の

移
動
経
路
を
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
で
き
、
さ
ら
に
、
様
々
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
て
使
え
ば
、
個
人
の
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
面
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
携
帯
電
話
内
の
情
報
か
ら
は
個
人
の
生
活
の
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
を
つ
く
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
り
、
質
の
面
で
も
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
は
、
際
立
っ
た
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
法
廷
意
見

は
、
こ
の
よ
う
に
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
の
特
徴
を
ま
と
め
、
携
帯
電
話
は
電
話
と
い
う
よ
り
も
小
型
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
あ
り
、
し
か

も
、
有
体
物
に
対
す
る
搜
索
の
場
合
の
よ
う
な
物
理
的
制
約
に
よ
る
限
定
が
働
か
な
い
の
で
、
携
帯
電
話
内
の
情
報
に
対
す
る
捜
索
は
住

居
に
対
す
る
捜
索
以
上
に
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
対
す
る
脅
威
と
な
る
と
し
て
い
る
。

　

②
ク
ラ
ウ
ド
保
存
デ
ー
タ
に
搜
索
が
及
ぶ
危
険
性

法
廷
意
見
は
、
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
及
ぼ
す
影
響
に
も
触
れ
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ド
上
に
保
存
さ
れ
て
い
る
情
報
は
、

逮
捕
に
伴
う
捜
索
と
し
て
無
令
状
で
捜
索
で
き
る
範
囲
に
入
ら
な
い
こ
と
は
政
府
側
も
争
っ
て
い
な
い
が
、
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
を
捜

索
す
る
捜
査
官
に
は
、
ど
れ
が
携
帯
電
話
機
自
体
に
保
存
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
で
ど
れ
が
ク
ラ
ウ
ド
上
に
保
存
さ
れ
て
い
る
情
報
か
区
別

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
上
の
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
防
止
策
を
政
府
は
明
確
に
示
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
被
逮
捕
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者
の
直
接
的
支
配
下
を
超
え
て
、
搜
索
が
ク
ラ
ウ
ド
上
の
デ
ー
タ
に
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
と
法
廷
意
見
は
指
摘
し
て
い
る
。

法
廷
意
見
は
、
こ
の
よ
う
に
携
帯
電
話
内
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
特
徴
を
捉
え
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
対
す
る
干
渉
の
度
合
い
は
、
先

例
で
問
題
と
な
っ
た
タ
バ
コ
の
箱
や
財
布
な
ど
の
場
合
の
比
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
逮
捕
に
伴
っ
て
搜
索
が
さ
れ
る
場
合
に
は
、

そ
の
捜
索
に
よ
り
逮
捕
を
超
え
て
著
し
い
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
へ
の
干
渉
は
生
じ
な
い
と
い
う
の
は
、
捜
索
対
象
が
有
体
物
の
場
合
に
限
っ

て
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
妥
当
し
な
い
と
結
論

付
け
て
い
る
。

D　

R
obinson

の
拡
張
適
用
以
外
の
政
府
側
の
主
張
に
対
す
る
検
討

G
ant

法
理（（（
（

を
適
用
し
て
、
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
の
中
に
逮
捕
被
疑
事
実
と
関
連
す
る
証
拠
が
存
在
す
る
と
思
料
す
る
の
が
合
理
的

な
場
合
に
、逮
捕
に
伴
う
無
令
状
の
捜
索
を
許
容
す
べ
き
で
あ
る
と
の
政
府
の
主
張
に
対
し
て
、法
廷
意
見
は
、Gant

法
理
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ

シ
ー
の
期
待
の
減
少
、
高
度
の
法
執
行
上
の
必
要
と
い
う
自
動
車
に
特
有
の
状
況
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
前
提
を
欠
く
携
帯

電
話
内
の
デ
ー
タ
の
搜
索
に
は
適
用
で
き
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
、G

ant

法
理
は
、
交
通
違
反
な
ど
の
軽
微
な
犯
罪
を
理
由
に
恣
意
的

に
自
動
車
の
搜
索
が
行
わ
れ
る
の
を
規
制
し
よ
う
と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
携
帯
電
話
の
場
合
は
、
逮
捕
被
疑
事
実
と
関
連

す
る
何
ら
か
の
証
拠
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
す
る
理
由
を
捜
査
官
が
思
い
つ
か
な
い
こ
と
は
ま
ず
な
い
の
で
、G

ant

法
理
は
恣
意
的
な

搜
索
の
規
制
原
理
に
は
な
ら
な
い
、
と
言
う（（（
（

。
次
に
、
政
府
が
、
ペ
ン
レ
ジ
ス
タ
ー
を
使
用
し
て
被
疑
者
が
架
電
し
た
電
話
番
号
を
調
べ

る
の
に
捜
索
令
状
を
不
要
と
し
たSm

ith v. M
arylan

（
（（
（d

に
依
拠
し
て
、
携
帯
電
話
内
の
送
受
信
履
歴
の
捜
索
は
無
令
状
で
も
可
能
だ
と

主
張
し
た
の
に
対
し
て
は
、
送
受
信
履
歴
に
は
送
受
信
し
た
電
話
番
号
の
他
に
、
送
受
信
の
内
容
に
か
か
わ
る
情
報
が
含
ま
れ
る
の
が
普

通
な
の
で
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
期
待
が
認
め
ら
れ
な
い
電
話
番
号
と
は
異
な
る
と
し
、
し
か
も
、
こ
の
こ
と
は
送
受
信
履
歴
を
調
べ
る
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逮
捕
に
伴
う
搜
索
・
押
収
の
法
理
と
携
帯
電
話
内
デ
ー
タ
の
捜
索
（
柳
川
）

行
為
が
第
四
修
正
上
の
「
捜
索
」
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
を
政
府
が
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
と
し
た
。
最
後
に
、
情

報
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
無
令
状
搜
索
が
認
め
ら
れ
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
無
令
状
捜
索
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
政
府
が
主
張
し
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
保
存
さ
れ

る
情
報
量
が
格
段
に
増
加
し
、
干
渉
を
受
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
範
囲
が
大
幅
に
拡
が
る
点
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
携
帯

し
て
い
な
か
っ
た
情
報
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
個
人
が
携
帯
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
た
め
に
逮
捕
に
伴

う
搜
索
の
対
象
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
、
搜
索
可
能
な
範
囲
が
大
幅
に
拡
大
す
る
点
、
さ
ら
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ

と
デ
ジ
タ
ル
化
前
の
デ
ー
タ
の
対
応
関
係
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
点
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
類
推
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い

と
す
る
。

E　

ま　

と　

め

最
後
に
、
法
廷
意
見
は
、
本
件
で
の
判
示
は
携
帯
電
話
内
の
情
報
に
つ
い
て
捜
索
が
で
き
な
い
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
捜
索
を
行
う

に
あ
た
っ
て
は
原
則
と
し
て
令
状
が
必
要
だ
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
具
体
的
な
事
案
の
状
況
か
ら
緊
急
状
況
に
あ
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
緊
急
性
の
例
外
に
よ
り
無
令
状
搜
索
が
許
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

ⅱ　

な
お
、
本
件
に
はA

lito

裁
判
官
の
一
部
補
足
・
結
論
賛
成
意
見
が
あ
る
。
ア
リ
ー
ト
裁
判
官
は
、
ま
ず
、
逮
捕
に
伴
う
捜
索
・

押
収
の
法
理
は
、
第
四
修
正
採
択
の
前
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
無
令
状
で
の
捜
索
を
認
め
る
根
拠
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、

逮
捕
官
憲
の
安
全
確
保
と
証
拠
隠
滅
の
防
止
で
は
な
く
、
元
々
は
、
犯
罪
を
証
明
す
る
た
め
の
証
拠
獲
得
の
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
場
合
、
そ
の
身
体
か
ら
日
記
な
ど
の
文
書
を
取
り
上
げ
中
身
を
読
む
こ
と
は
問
題
な

く
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
行
為
は
逮
捕
官
憲
の
安
全
確
保
と
証
拠
隠
滅
の
防
止
を
根
拠
に
し
た
の
で
は
、
正
当
化
さ
れ
な
い
は
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ず
だ
と
す
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
前
の
法
原
則
を
携
帯
電
話
の
捜
索
に
機
械
的
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
法
執
行

の
利
益
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
利
益
の
新
た
な
衡
量
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
も
言
う
。
そ
し
て
、
法
廷
意
見
が
採
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

類
似
の
情
報
を
被
逮
捕
者
が
携
帯
し
て
い
て
も
、
携
帯
電
話
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
は
無
令
状
で
は
捜
索
で
き
ず
、
そ
う
で
な
い
も
の

は
捜
索
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
不
合
理
な
結
論
（anom

alies

）
に
至
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
に
対
案
が
な
い
の
で
、
携
帯
電
話
の

搜
索
に
は
、
逮
捕
に
伴
う
場
合
で
あ
っ
て
も
令
状
が
要
件
と
な
る
と
の
結
論
に
は
従
う
、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
、
携
帯
電
話

内
の
デ
ー
タ
の
捜
索
を
い
か
に
規
律
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
よ
り
も
立
法
府
の
方
が
適
切
に
判
断
す
る
能
力
が
あ

る
と
し
、
議
会
が
、
情
報
の
類
型
等
に
基
づ
い
て
搜
索
の
要
件
を
異
に
す
る
法
律
を
制
定
し
た
場
合
に
は
、
改
め
て
そ
の
合
憲
性
に
つ
い

て
審
理
し
た
い
と
思
う
、
と
述
べ
て
い
る
。

三　

R
iley

判
決
の
意
義

１　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
逮
捕
の
際
に
被
疑
者
が
所
持
し
て
い
た
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
を
、
逮
捕
に
伴
い
無
令
状
で
捜
索
で
き

る
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
、R

iley

は
、「
政
府
の
正
当
な
利
益
を
増
進
す
る
必
要
」
と
「
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
の
程
度
」
と
を
衡

量
す
る
と
い
う
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
り
、
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
（
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
）
の
持
つ
特
性
に
着
目
し
て
、
一

方
で
は
、
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
へ
の
搜
索
に
よ
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
干
渉
の
度
合
い
が
著
し
く
強
い
こ
と
を
認
定
し
、
他
方
で
は
、
逮

捕
官
憲
の
安
全
確
保
、
証
拠
隠
滅
の
防
止
に
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
の
捜
索
が
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
い
こ
と
を
認
め
て
、
携
帯
電
話
内

の
デ
ー
タ
の
捜
索
に
は
類
型
的
に
逮
捕
に
伴
う
捜
索
・
押
収
の
法
理
が
適
用
さ
れ
ず
、
原
則
と
し
て
捜
索
令
状
が
必
要
だ
と
判
示
し
た（（（
（

。
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一

逮
捕
に
伴
う
搜
索
・
押
収
の
法
理
と
携
帯
電
話
内
デ
ー
タ
の
捜
索
（
柳
川
）

も
っ
と
も
、
携
帯
電
話
を
押
収
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
「
逮
捕
に
伴
う
捜
索
・
押
収
」
の
法
理
に
よ
り
無
令
状
で
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る

の
で
、
捜
査
機
関
は
、
被
逮
捕
者
か
ら
携
帯
電
話
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
差
押
え
る
こ
と
は
で
き
、
差
押
え
を
し
て
い
る
間
に
捜
索
令
状

を
入
手
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
間
、M

cA
rthur

を
根
拠
に
、
デ
ー
タ
破
壊
（
証
拠
隠
滅
）
防
止
の
た
め
自
動
ロ
ッ
ク
機

能
や
自
動
暗
号
化
機
能
を
オ
フ
に
す
る
な
ど
の
一
定
の
措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、

個
別
の
事
案
で
、
逮
捕
官
憲
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
が
破
壊
さ
れ
た
り
す
る
具
体
的
な
危
険
が
切

迫
し
て
お
り
、
そ
れ
を
携
帯
電
話
内
の
情
報
を
捜
索
す
る
こ
と
に
よ
り
防
止
で
き
る
な
ど
の
状
況
に
あ
れ
ば
、
緊
急
性
の
例
外
（exigency 

exception

）
の
法
理
が
適
用
さ
れ
て
緊
急
搜
索
が
許
さ
れ
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
。

２　

前
述
し
た
よ
う
に
、
被
逮
捕
者
の
身
体
の
捜
索
に
関
す
るR

obinson

法
理
は
、
凶
器
、
あ
る
い
は
逮
捕
被
疑
事
実
と
関
連
す
る

と
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
の
あ
る
証
拠
が
、
被
疑
者
の
身
体
に
存
在
す
る
と
の
蓋
然
性
を
一
切
考
慮
す
る
こ
と
な
く
被
逮
捕
者
の
身

体
を
捜
索
す
る
こ
と
を
許
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
捜
索
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
物
の
中
身
の
搜
索
も
無
条
件
で
許
す
も
の
で
あ
っ
た
（
い
わ
ゆ

るblight line rule

の
採
用
）。
し
か
も
、
合
衆
国
で
は
、
我
が
国
で
言
う
と
こ
ろ
の
逮
捕
の
必
要
（
被
疑
者
の
逃
亡
の
虞
れ
、
罪
証
隠
滅
の
虞

れ
）
は
擬
制
さ
れ
、
相
当
理
由
（
被
疑
者
が
罪
を
犯
し
た
事
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
）
と
は
別
個
に
逮
捕
の
要
件
と
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
、
被
疑
事
実
が
極
め
て
軽
微
で
あ
っ
て
も
、
相
当
理
由
が
あ
れ
ば
逮
捕
は
合
憲
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
加
え
て
、
別
罪
捜
査
の

目
的
が
捜
査
官
に
あ
っ
て
も
、
第
四
修
正
上
の
要
件
が
客
観
的
に
整
っ
て
い
れ
ば
、
逮
捕
は
合
憲
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
そ
の
た
め
、

R
obinson

法
理
が
携
帯
電
話
内
デ
ー
タ
の
捜
索
に
適
用
さ
れ
れ
ば
、
重
大
な
犯
罪
に
関
わ
る
情
報
が
被
疑
者
の
携
帯
電
話
内
に
保
存
さ

れ
て
い
な
い
か
探
ろ
う
と
し
て
、
捜
査
機
関
が
被
疑
者
を
交
通
違
反
な
ど
の
軽
微
犯
罪
で
逮
捕
し
、
携
帯
電
話
を
取
り
上
げ
て
そ
の
ま
ま

中
の
情
報
を
徹
底
的
に
調
べ
る
と
い
っ
た
恣
意
的
な
法
執
行
を
行
っ
て
も
、
こ
れ
を
第
四
修
正
が
規
制
で
き
な
い
事
態
と
な
る
可
能
性
も



五
四
二

あ
っ
た（（（
（

。
ま
た
、
仮
に
そ
う
な
る
と
、
極
め
て
多
く
の
国
民
が
自
動
車
を
運
転
す
る
中
、
交
通
違
反
を
一
切
せ
ず
に
長
期
間
自
動
車
の
運

転
を
行
え
る
者
は
少
な
い
の
で
、
多
数
の
国
民
が
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
を
恣
意
的
に
警
察
官
に
調
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

R
iley

で
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
の
捜
索
に
令
状
が
必
要
と
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
捜
索
を
行
う
た
め
に
は
、
令
状
審
査
の
対
象
と
な

る
搜
索
の
実
体
要
件
、
す
な
わ
ち
、
被
疑
者
が
罪
を
犯
し
た
と
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
逮
捕
被
疑
事
実
と

関
連
す
る
証
拠
が
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
認
定
を
捜
査
機
関
と
は
独
立
し
た
令
状
発
付
官
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
軽
微
な
犯
罪
の
逮
捕
に
藉
口
し
て
別
罪
捜
査
の
目
的
で
捜
索
が
行
わ
れ
る
こ
と
や
、
一
般
的
・
探
索
的
捜
索
が
広
範
囲
に
行
わ
れ

る
こ
と
は
、
防
止
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
捜
索
令
状
が
要
件
と
さ
れ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
り
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
捜
索
で
き
る
範
囲
を
限
定
で
き

る
か
、
と
い
う
問
題
は
残
る
。
携
帯
電
話
内
に
は
多
様
な
デ
ー
タ
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
全
て
が
捜
索
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
へ
の
干
渉
は
甚
だ
し
い
も
の
に
な
る
の
で
、
被
疑
事
実
と
の
関
連
性
に
よ
り
、
捜
索
範
囲
を
特
定
（
限
定
）
す
る

必
要
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
複
数
の
種
類
の
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
被
疑
事
実
と
関
連
性
を
有
す
る
デ
ー
タ
と
な
る
場
合

も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
捜
索
範
囲
の
特
定
の
問
題
は
極
め
て
厄
介
な
問
題
で
あ
る（（（
（

。

と
こ
ろ
で
、R

iley

が
扱
っ
た
事
案
で
は
、
被
疑
事
実
が
ス
ト
リ
ー
ト
・
ギ
ャ
ン
グ
の
構
成
員
と
思
わ
れ
る
者
に
よ
る
銃
の
不
法
所
持

（R
iley v. California

）
と
、
薬
物
の
売
人
と
思
わ
れ
る
者
に
よ
る
規
制
薬
物
の
販
売
（U

nited States v. W
urie

）
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ

ら
の
被
疑
事
実
と
関
連
す
る
証
拠
が
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
と
し
て
携
帯
電
話
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
は
存

在
し
て
い
た
も
の
と
言
え（（（
（

、
し
た
が
っ
て
、
捜
索
令
状
が
請
求
さ
れ
て
い
れ
ば
令
状
が
発
付
さ
れ
て
い
た
事
案
で
あ
っ
た
。



五
四
三

逮
捕
に
伴
う
搜
索
・
押
収
の
法
理
と
携
帯
電
話
内
デ
ー
タ
の
捜
索
（
柳
川
）

令
状
入
手
に
よ
る
捜
索
実
施
の
遅
れ
と
い
う
点
も
、
携
帯
電
話
は
逮
捕
の
際
に
押
収
さ
れ
て
お
り
、
遠
隔
操
作
に
よ
る
デ
ー
タ
消
去
・

暗
号
化
な
ど
に
対
し
て
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
切
断
な
ど
に
よ
る
対
応
を
取
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
さ
れ
た
の
で
、
証
拠
隠
滅
は
防

止
で
き
る
状
態
に
あ
り
、
し
か
も
、
自
動
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
携
帯
電
話
な
ど
は
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
な
け
れ
ば
中
身
を
捜
索
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
逮
捕
の
際
に
逮
捕
の
現
場
で
捜
索
す
る
こ
と
は
難
し
い
場
合
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
合
衆
国
で

は
、
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
令
状
請
求
が
可
能
な
場
合
も
あ
る
な
ど
、
令
状
入
手
に
か
か
る
時
間
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
な
い
こ
と

も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
搜
索
の
実
施
が
令
状
入
手
の
た
め
に
遅
れ
て
も
、
そ
れ
は
捜
査
上
重
大
な
支
障
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う（（（
（

。

３　

R
iley

で
は
、
逮
捕
に
伴
い
被
疑
者
の
身
体
を
無
令
状
で
、
し
か
も
被
疑
事
実
と
関
連
す
る
証
拠
が
存
在
す
る
蓋
然
性
の
有
無
を

問
わ
ず
に
捜
索
す
る
こ
と
を
認
め
るR

obinson

法
理
を
、
逮
捕
に
よ
る
被
疑
者
の
身
体
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
縮
減
を
一
部
根
拠
に
し

て
説
明
し
て
い
る
。R

obinson

法
理
の
こ
の
よ
う
な
説
明
の
仕
方
は
、R

iley

が
初
め
て
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
が
縮
減
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
携
帯
電
話
内
の
情
報
が
、
量
が
膨
大
で
、
質
的

に
も
個
人
の
も
っ
と
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
部
分
に
関
わ
る
も
の
も
あ
り
、
個
人
の
生
活
全
体
を
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
重
大
な
利
益
が
こ
こ
に
は
残
っ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
に
主
張
す
る
根
拠
の
一
つ
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
被
疑
者
の
行
動
追
跡
の
問
題
を
扱
っ
たU

nited States v. Jone

（
（（
（s

の

Sotom
ayor

裁
判
官
の
補
足
意
見
を
引
用
し
て
い
る
。Jones

は
、
被
疑
者
車
両
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
を
装
着
し
て
追
跡
を
行
っ
た
装
着
型
の

事
案
で
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
装
着
が
ト
レ
ス
パ
ス
に
当
た
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
個
人
の
情
報
を
収
集
し
た
行
為
が
第
四
修
正
上
の
「
捜
索
」
に
当

た
る
の
で
、
搜
索
の
実
体
要
件
（probable cause

）
と
令
状
要
件
を
具
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
自
動
車

の
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
や
、
被
疑
者
が
運
転
の
際
に
所
持
し
て
い
る
携
帯
電
話
に
内
蔵
さ
れ
て
い



五
四
四

る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
等
を
利
用
し
て
追
跡
し
た
場
合
に
は
、
ト
レ
ス
パ
ス
が
存
在
し
な
い
の
で
、
こ
う
し
た
非
装
着
型
の
追
跡
・
監
視
に
は

Jones
の
判
示
は
及
ば
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
非
装
着
型
の
場
合
に
第
四
修
正
の
保
護
が
及
ぶ
の
か
と
い
う
問
題
は
未
解
決
の
ま
ま
で
あ

る
。
公
道
上
の
移
動
に
つ
い
て
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
合
理
的
な
期
待
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
先
例
で
あ
る
が（（（
（

、Sotom
ayor

裁

判
官
の
補
足
意
見
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
て
監
視
す
れ
ば
、
そ
の
個
人
の
家
族
関
係
や
政
治
的
な
交
わ
り
、
専
門
家
同
士
の
交
わ
り
、
宗
教

的
交
わ
り
、
性
的
関
係
な
ど
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
、
従
来
型
の
監
視
技
術
と
比
較
す
る
と
安
価
で
、
ま
た
、
計
画
的

か
つ
秘
密
裏
に
行
わ
れ
る
の
で
、
警
察
が
投
入
で
き
る
資
源
の
限
界
と
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
敵
意
と
い
っ
た
実
際
上
の
制
約
が
働
き
に
く

く
な
る
点
を
指
摘
し
、
た
と
え
短
期
間
の
監
視
で
あ
っ
て
も
第
四
修
正
上
の
捜
索
に
当
た
る
と
す
る
。R

iley

がSotom
ayor

裁
判
官
の

補
足
意
見
を
引
用
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
非
装
着
型
の
監
視
の
事
案
に
第
四
修
正
の
保
護
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
と
取
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、R

iley

が
扱
っ
た
の
は
、
プ
ラ
ヴ
ァ
シ
ー
の
合
理
的
な
期
待
が
縮
減
す
る

と
さ
れ
て
い
た
被
逮
捕
者
の
所
持
品
で
あ
り
、
こ
れ
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
合
理
的
な
期
待
が
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
公
道
上
の

移
動
は
、
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
も
言
え
る
。
こ
の
点
は
、
さ
ら
な
る
理
論
的
な
究
明
が
必
要
で
あ
ろ
う（（（
（

。

ま
た
、R

iley

で
は
、
電
子
メ
ー
ル
や
ク
ラ
ウ
ド
上
の
デ
ー
タ
に
対
す
る
捜
索
の
問
題
も
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
、
第
三
者
法
理
（third 

party doctrin

（
（（
（e

）
が
関
係
す
る
事
案
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
第
三
者
法
理
の
適
用
を
受
け
る
と
、
対
象
と
な
る
情
報
に
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ

シ
ー
の
合
理
的
な
期
待
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、R

iley

で
は
こ
の
点
の
検
討
は
回
避
さ
れ
て
い
る
。
第
三
者
法
理
は

受
託
者
に
対
し
て
情
報
の
開
示
を
求
め
る
場
合
に
働
く
も
の
で
あ
り
、
被
疑
者
か
ら
情
報
を
引
き
出
す
場
合
に
は
妥
当
し
な
い
と
の
考
え

に
よ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
も
、
さ
ら
な
る
理
論
的
な
究
明
が
必
要
な
問
題
で
あ
る
。

４　

R
iley

は
、
逮
捕
に
伴
う
捜
索
・
押
収
の
法
理
に
よ
り
無
令
状
捜
索
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、M

cA
rthur

法
理
（
一
種
の
イ



五
四
五

逮
捕
に
伴
う
搜
索
・
押
収
の
法
理
と
携
帯
電
話
内
デ
ー
タ
の
捜
索
（
柳
川
）

ン
パ
ウ
ン
ド
メ
ン
ト
：
現
場
凍
結
）
に
よ
る
保
全
措
置
を
講
じ
て
令
状
を
入
手
し
た
上
で
捜
索
を
す
る
こ
と
を
認
め
、
さ
ら
に
、
証
拠
隠
滅

等
の
切
迫
し
た
虞
れ
の
あ
る
緊
急
状
況
に
あ
れ
ば
、「
緊
急
性
の
例
外
」
に
よ
り
緊
急
搜
索
と
し
て
の
無
令
状
捜
索
を
行
う
こ
と
も
認
め

て
い
る
。
こ
の
判
示
は
、「
逮
捕
に
伴
う
捜
索
・
押
収
」
の
法
理
が
及
ば
な
い
領
域
に
つ
い
て
、
証
拠
保
全
措
置
や
無
令
状
捜
索
を
認
め

る
と
い
う
も
の
な
の
で
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
携
帯
電
話
の
捜
索
の
問
題
を
超
え
て
、
逮
捕
の
際
の
逮
捕
の
現
場
で
の
捜
索
に
つ
い

て
一
般
的
に
押
し
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
被
逮
捕
者
の
身
体
及
び
直
接
的
支
配
下
に
つ
い
て

は
、（
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
の
よ
う
な
例
外
は
あ
る
が
）
逮
捕
に
伴
う
搜
索
・
押
収
の
法
理
に
基
づ
き
無
令
状
で
捜
索
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
逮
捕
に
伴
う
捜
索
・
押
収
の
法
理
に
よ
り
無
令
状
捜
索
が
許
さ
れ
な
い
領
域
で
、
令
状
を
入
手
す
る
間
に
、
被
逮
捕
者
の
家
族
で

あ
る
と
か
共
犯
者
に
よ
る
証
拠
隠
滅
の
虞
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
逮
捕
現
場
を
イ
ン
パ
ウ
ン
ド
し
た
上
で
、
令
状
を
入
手
し
て
捜
索
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
被
逮
捕
者
以
外
の
者
に
よ
る
証
拠
隠
滅
が
逮
捕
時
に
ま
さ
に
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
切
迫
し
た
も
の
で
あ

れ
ば
、
緊
急
捜
索
が
許
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

逮
捕
に
伴
う
捜
索
・
押
収
の
範
囲
を
、
被
逮
捕
者
の
身
体
及
び
そ
の
直
接
的
支
配
下
に
限
定
す
るChim

el

の
判
示
に
対
し
て
は
、
我

が
国
お
い
て
も
古
く
か
ら
、
被
逮
捕
者
以
外
の
者
に
よ
る
証
拠
隠
滅
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
き

た
（
（（
（

が
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
に
イ
ン
パ
ウ
ン
ド
メ
ン
ト
と
緊
急
性
の
例
外
で
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
保
護
と
政
府
の
正
当
な
利
益
と
の
調
整
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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四　

結
び
に
代
え
て

被
疑
者
の
逮
捕
に
伴
い
、
被
疑
者
が
所
持
す
る
携
帯
電
話
内
の
情
報
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
を
い
か
な
る
要
件
の
下
に
確
認
で
き

る
か
と
い
うR

iley
が
扱
っ
た
問
題
は
、
我
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
活
発
に
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
の

意
味
で
、R

iley

で
展
開
さ
れ
て
い
る
議
論
は
、
今
後
、
我
が
国
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
り
わ
け
、捜
索
が
押
収
に
は
包
摂
さ
れ
な
い
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
利
益
と
関
わ
り
、し
か
も
、携
帯
電
話
内
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

は
、
従
来
問
題
と
さ
れ
た
有
体
物
の
証
拠
の
場
合
と
は
質
量
両
面
で
大
き
く
異
な
る
と
のR

iley

の
分
析
は
、
我
が
国
で
も
参
考
に
す
べ

き
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（（（
（

。

合
衆
国
で
は
、
我
が
国
に
比
べ
、
令
状
要
件
の
例
外
を
広
く
認
め
て
い
る
が（（（
（

、
他
方
で
、
既
存
の
法
理
を
形
式
的
に
適
用
す
れ
ば
、
無

令
状
の
立
入
り
、
捜
索
・
押
収
が
許
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
干
渉
の
度
合
い
が
著
し
く
強

く
、
ま
た
、
令
状
入
手
が
実
際
上
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
令
状
を
要
件
と
し
、
実
体
要
件
の
存
在
を
確
実
な
も
の
と
し
た
上
で
初
め
て

こ
れ
ら
の
処
分
を
許
す
と
の
対
応
も
行
っ
て
い
る
。
飲
酒
運
転
の
事
案
で
の
強
制
採
血
の
問
題
を
扱
っ
た
事
例（（（
（

で
は
、
逮
捕
に
伴
う
捜
索

と
し
て
無
令
状
採
血
が
許
容
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
採
血
と
い
う
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
の
程
度
が
著
し
い
措
置
が
取
ら
れ

て
い
る
た
め
捜
索
令
状
が
原
則
と
し
て
要
件
と
な
り
、
証
拠
隠
滅
の
真
に
切
迫
し
た
虞
れ
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
緊
急
性
の
例
外
が
適
用

さ
れ
て
無
令
状
捜
索
が
許
さ
れ
る
と
の
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る 

。
ま
た
、
逮
捕
で
は
、
重
罪
で
被
疑
者
を
公
然
と
（in a public place

）

逮
捕
す
る
場
合
に
は
、
令
状
入
手
の
時
間
的
な
余
裕
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
無
令
状
逮
捕
が
可
能
で
あ
る
と
し
つ
つ（（（
（

、
被
疑
者
の
自
宅
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逮
捕
に
伴
う
搜
索
・
押
収
の
法
理
と
携
帯
電
話
内
デ
ー
タ
の
捜
索
（
柳
川
）

に
立
ち
入
っ
て
逮
捕
す
る
場
合
に
は
、
逮
捕
令
状
が
要
件
と
な
る
と
し（（（
（

、
被
疑
者
以
外
の
第
三
者
宅
で
逮
捕
す
る
場
合
に
は
、
逮
捕
令
状

に
加
え
捜
索
令
状
も
要
件
と
な
る
と
し
て
い
る
こ
と（（（
（

な
ど
も
、
同
様
の
思
考
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
言
え
る（（（
（

。R
iley

も
こ
う
し
た
プ

ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
干
渉
の
強
さ
に
応
じ
て
令
状
を
要
件
と
す
る
合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
先
例
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

我
が
国
で
は
合
衆
国
と
異
な
り
、
逮
捕
に
つ
い
て
は
逮
捕
の
必
要
性
を
要
件
と
し
て
お
り
（
刑
訴
法
一
九
九
条
、
二
〇
三
条
─
二
〇
五
条
、

二
〇
七
条
、六
〇
条
、刑
訴
規
則
一
四
三
条
の
三
）、無
令
状
逮
捕
も
緊
急
逮
捕
（
二
一
〇
条
）
と
現
行
犯
・
準
現
行
犯
逮
捕
（
二
一
二
条
、二
一
三
条
）

の
み
を
認
め
、
一
定
の
厳
格
な
要
件
の
下
で
こ
れ
を
許
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
軽
微
な
交
通
違
反
は
交
通
反
則
通
告
制
度
と
い
う
行
政

上
の
処
分
を
課
す
こ
と
で
処
理
す
る
な
ど
、
合
衆
国
と
は
異
な
る
制
度
を
採
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
逮
捕
に
伴
っ
て
自
動
的
に
携
帯
電

話
内
の
デ
ー
タ
の
捜
索
（
検
証
（
（（
（

）
が
許
さ
れ
た
と
し
て
も
、
合
衆
国
で
懸
念
さ
れ
た
よ
う
な
恣
意
的
な
一
般
的
・
探
索
的
捜
索
が
行
わ
れ

る
危
険
が
生
じ
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
し
か
し
、
我
が
国
で
の
「
逮
捕
に
伴
う
捜
索
・
押
収
」
の
議
論
で
は
、
捜
索
を
行
お
う
と

す
る
領
域
に
、
凶
器
や
被
疑
事
実
と
関
連
す
る
証
拠
が
存
在
す
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
が
要
件
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
必
ず

し
も
意
識
的
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
し
か
も
、
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
重
要
性
と
い
う

こ
と
を
考
え
れ
ば
、R

iley

に
倣
っ
て
、
捜
索
（
検
証
）
の
実
体
要
件
の
存
在
を
事
前
に
令
状
発
付
官
が
審
査
す
る
と
い
う
や
り
方
を
採
る

方
が
妥
当
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
携
帯
電
話
は
、
逮
捕
に
伴
っ
て
一
旦
差
押
え
て
し
ま
え
ば
、
証
拠
隠
滅
や
凶
器
と
し
て

の
利
用
の
危
険
は
な
く
な
り
、
令
状
入
手
は
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
令
状
を
要
件
と
す
る
方
が
い
わ
ゆ
る
令
状
主
義
に
も
適
う
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
逮
捕
に
伴
う
捜
索
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
に
つ
い
て
、
我
が
国
で
主
張
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
緊
急
処
分
説
（
限
定
説
）
は
、
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Chim
el

と
同
様
の
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
合
衆
国
裁
判
所
は
、
被
逮
捕
者
以
外
の
者
に
よ
る
証
拠
隠
滅
に

対
し
て
は
、
イ
ン
パ
ウ
ン
ド
メ
ン
ト
や
緊
急
捜
索
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
緊
急
捜

索
を
認
め
ず
、イ
ン
パ
ウ
ン
ド
メ
ン
ト
の
制
度
も
持
た
な
い
我
が
国
に
お
い
て
、緊
急
処
分
説
を
採
る
こ
と
が
、個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

の
保
護
と
政
府
の
正
当
な
利
益
と
の
適
切
な
調
整
を
図
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
今
一
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
）
い
わ
ゆ
る
科
学
的
捜
査
の
問
題
に
つ
い
て
は
、我
が
国
お
い
て
も
古
く
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、椎
橋
隆
幸
『
刑
事
弁
護
・

捜
査
の
理
論
』（
信
山
社
、
一
九
九
三
年
）
二
六
七
頁
以
下
等
参
照
。

（
2
）
以
下
、
特
に
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
携
帯
電
話
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
ま
と
め
て
携
帯
電
話
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（
3
）R

iley v. California, 573 U
.S. _, 134 S.Ct. 2473 

（2014

）. R
iley

を
紹
介
・
解
説
し
た
も
の
に
、
成
瀬
剛
「
ア
メ
リ
カ
の
刑
事
司
法
・
法
学

教
育
の
一
断
面
─
─
最
近
の
連
邦
最
高
裁
判
例
を
素
材
と
し
て
」
法
学
教
室
四
一
一
号
一
六
四
頁
が
あ
る
。

（
4
）U

nited States v. R
obinson, 414 U

.S. 218
（1973

）. R
obinson

に
つ
い
て
は
、
鈴
木
義
男
編
『
ア
メ
リ
カ
刑
事
判
例
研
究　

第
一
巻
』
一
頁

（
原
田
保
）（
成
文
堂
、
一
九
八
二
年
）
五
九
頁
参
照
。

（
5
）
こ
の
よ
う
な
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
特
徴
は
、
後
述
す
る
よ
う
にR

eiley

の
法
廷
意
見
が
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

See, R
iley v. California, 573 U

.S. _, slip op., at 15
─21
（2014

）.

（
6
）W

eeks v. U
nited States, 232 U

.S. 383

（1914

）.

（
7
）Chim

el v. California, 395 U
.S. 752

（1969

） 

前
の
判
例
の
変
遷
に
つ
い
て
、Chim

el

の
法
廷
意
見
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
一
九

一
四
年
のW

eeks v. U
nited States, 232 U

.S. 383

（1914

）
の
傍
論
で
は
、「
逮
捕
に
伴
う
搜
索
」
の
法
理
の
適
用
と
し
て
被
疑
者
の
身
体
に
つ

い
て
の
捜
索
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
一
九
二
五
年
のU

nited States v. Carroll, 267 U
.S. 132

（1925

） 

の
傍
論
で
は
、
被
疑
者
の
身
体
と
そ
の

支
配
下
に
発
見
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
同
じ
く
一
九
二
五
年
のA

gnello v. U
nited States, 269 U

.S. 20

（1925

） 

で

は
、
被
逮
捕
者
の
身
体
と
逮
捕
の
場
所
に
広
げ
ら
れ
、
一
九
二
七
年
のM

arron v. U
nited States, 275 U

.S. 192

（1927

） 

で
は
、
逮
捕
の
場
所

に
あ
っ
た
戸
棚
の
中
の
物
の
押
収
が
適
法
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
一
年
のG

o-Bart Im
porting Co. v. U

nited States, 282 U
.S. 344
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逮
捕
に
伴
う
搜
索
・
押
収
の
法
理
と
携
帯
電
話
内
デ
ー
タ
の
捜
索
（
柳
川
）

（1931

） 

で
は
、M

arron

を
可
視
的
で
被
逮
捕
者
の
手
の
届
く
範
囲
に
あ
っ
た
物
だ
か
ら
押
収
を
適
法
と
し
た
の
だ
と
限
定
的
に
解
釈
し
、
事
務

所
の
机
や
金
庫
等
の
捜
索
を
違
憲
と
し
、
一
九
三
二
年
のU

nited States v. Lefkow
itz, 285 U

.S. 452

（1932

） 

も
同
じ
く
、
机
の
引
き
出
し
や

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
捜
索
を
違
憲
と
し
た
。
し
か
し
ま
た
、
一
九
四
七
年
のH

arris v. U
nited States, 331 U

.S. 145

（1947

） 

で
は
、
逮
捕
が
行

わ
れ
た
部
屋
以
外
の
部
屋
の
捜
索
が
容
認
さ
れ
、
搜
索
が
許
さ
れ
る
範
囲
は
拡
大
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
ま
た
、
一
九
四
八
年
のT

rupiano v. 
U

nited States, 334 U
.S. 699

（1948

） 

は
、
逮
捕
現
場
で
の
酒
の
密
造
用
具
の
押
収
を
、
事
前
に
令
状
入
手
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
で
違

憲
と
し
た
が
、一
九
五
〇
年
のU

nited States v. R
abinow

itz, 339 U
.S. 56（1950

） 

でT
rupiano

を
否
定
し
、令
状
入
手
の
時
間
的
余
裕
が
あ
っ

て
も
事
前
の
令
状
入
手
は
不
要
で
あ
る
と
し
、
そ
の
上
で
、
逮
捕
場
所
の
一
室
全
体
に
つ
い
て
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
捜
索
を
合
憲
と

し
た
。
そ
し
て
、
こ
のR

abinow
itz

がChim
el

が
下
さ
れ
る
ま
で
の
約
二
〇
年
間
、
判
例
と
し
て
生
き
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
点
に
つ

い
て
は
、
田
宮
裕
『
捜
査
の
構
造
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
一
年
）
二
一
八
─
二
二
〇
頁
、
渥
美
東
洋
「
所
持
品
検
査
の
基
準
と
違
法
収
集
証
拠
「
排

除
法
則
」
の
適
用
に
つ
い
て
（
中
）」
判
タ
三
七
四
号
二
五
頁
参
照
。

（
8
）Chim

el v. California, 395 U
.S. 752

（1969

）. Chim
el

に
つ
い
て
は
、
香
城
敏
麿
・
ア
メ
リ
カ
法
一
九
七
〇
年
Ⅱ
号
二
七
八
頁
参
照
。

（
9
）U

nited States v. R
obinson, 414 U

.S. 218

（1973

）.

（
10
）U

nited States v. Finley, 477 F. 3d 250
（5th Cir. 2007

）.

（
11
）U

nited States v. Flores-Lopez, 670 F. 3d 803

（7th Cir. 2012

）.

（
12
）People v. D

iaz, 51 Cal. 4th 84, 244 P. 3d 501
（2011

）.

（
13
）State v. Sm

ith, 920 N
.E. 2d 949

（O
hio 2009

）.

（
14
）U

nited States v. Chadw
ick, 433 U

.S. 1

（1977

）.

（
15
）U

nited States v. Park, N
o. CR 05

─375SI, 2007 W
L 1521573

（N
.D

. Cal. M
ay 23, 2007

）.

（
16
）Sm

allw
ood v. Florida, 113 So. 3d 724

（Fla. 2013

）.

（
17
）
連
邦
下
級
裁
判
所
、
州
裁
判
所
の
動
向
に
つ
い
て
は
、See, N

ote, W
hat is the Scope of Searches of Cell Phnes incident to A

rrest? 
U

nited States v. W
urie and the R

eturn of Chim
el, 66 M

e. L. Rev. 591
（2014

）.

（
18
）
車
内
に
危
険
物
腐
敗
物
等
が
な
い
か
を
確
認
し
、
ま
た
、
被
疑
者
に
自
動
車
を
返
還
す
る
際
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
「
事

務
処
理
上
の
」
捜
索
。
車
両
が
適
法
に
イ
ン
パ
ウ
ン
ド
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
捜
索
は
当
然
に
授
権
さ
れ
る
。



五
五
〇

（
19
）People v. D

iaz, 51 Cal. 4th 84, 244 P. 3d 501

（2011

）.
（
20
）
法
廷
意
見
に
は
、Scalia

、K
ennedy

、T
hom

as

、Ginsburg

、Breyer

、Sotom
ayor

、K
agan

各
裁
判
官
が
参
加
し
て
い
る
。A

lito

裁

判
官
は
一
部
補
足
・
結
論
賛
成
意
見
を
述
べ
た
。

（
21
）
二
つ
折
り
式
の
携
帯
電
話
は
、
初
期
の
携
帯
電
話
に
比
べ
格
段
に
性
能
が
向
上
し
て
お
り
、
保
存
さ
れ
て
い
る
情
報
の
種
類
、
量
は
、
人
が
所

持
す
る
財
布
や
タ
バ
コ
の
箱
な
ど
の
有
体
物
と
は
全
く
異
な
る
特
性
を
備
え
て
い
る
た
め
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
分
析
の
点
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

と
区
別
し
て
扱
う
必
要
が
な
い
と
法
廷
意
見
は
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
22
）Chim

el v. California, 395 U
.S. 752

（1969

）.

（
23
）U

nited States v. R
obinson, 414 U

.S. 218

（1973

）.

（
24
）
こ
こ
で
、法
廷
意
見
は
、交
通
違
反
の
処
理
と
し
て
、逮
捕
で
は
な
く
、我
が
国
の
交
通
赤
キ
ッ
プ
に
相
当
す
る citation

交
付
に
よ
っ
た
場
合
に
、

官
憲
の
安
全
確
保
、
証
拠
隠
滅
の
防
止
と
い
う
逮
捕
に
伴
う
無
令
状
捜
索
を
正
当
化
す
る
事
由
がcitation

交
付
の
場
合
に
は
お
よ
そ
妥
当
し
な

い
と
の
理
由
で「citation

交
付
に
伴
う
捜
索
」と
い
う
令
状
要
件
の
例
外
法
理
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、と
し
たK

now
les v. Iow

a, 525 U
.S. 

113

（1998

）
を
引
用
し
て
い
る
。K

now
les

に
つ
い
て
は
、米
国
刑
事
法
研
究
会
（
代
表　

渥
美
東
洋
）・
ア
メ
リ
カ
刑
事
法
の
調
査
研
究
（
八
一
）

（
柳
川
重
規
）
比
較
法
雑
誌
三
三
巻
三
号
二
八
二
頁
、
洲
見
光
男
・
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
〇
〇
年
Ⅰ
号
一
五
六
頁
参
照
。

な
お
、
法
廷
意
見
は
こ
の
類
型
的
な
判
断
に
よ
り
、
携
帯
電
話
に
対
し
逮
捕
に
伴
う
捜
索
の
法
理
の
適
用
を
否
定
す
る
が
、
個
別
の
事
例
で
、

具
体
的
に
逮
捕
官
憲
の
身
に
危
険
が
生
じ
た
よ
う
な
場
合
は
、
緊
急
性
の
例
外
な
ど
の
法
理
に
よ
り
無
令
状
捜
索
が
許
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と

も
認
め
て
い
る
。

（
25
）
捜
索
令
状
を
入
手
す
る
間
、
搜
索
の
実
体
要
件
（
犯
罪
の
証
拠
が
存
在
す
る
と
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
）
が
あ
り
、
令
状
を
入
手
す
る
間

に
証
拠
が
隠
滅
さ
れ
る
虞
れ
が
あ
れ
ば
、
証
拠
隠
滅
を
防
止
す
る
た
め
、
捜
索
対
象
の
一
時
的
な
押
収
（
イ
ン
パ
ウ
ン
ド
メ
ン
ト
）
が
第
四
修
正

上
許
さ
れ
る
と
す
る
も
の
。See, Illinois v. M

cA
rthur, 531 U

.S. 326
（2001

）. M
cA

rthur

に
つ
い
て
は
、
米
国
刑
事
法
研
究
会
（
代
表　

渥

美
東
洋
）・
ア
メ
リ
カ
刑
事
法
の
調
査
研
究
（
九
五
）（
檀
上
弘
文
）
比
較
法
雑
誌
三
七
巻
一
号
二
五
七
頁
、
拙
稿
「
捜
索
・
押
収
令
状
入
手
の
た

め
の
被
疑
者
の
留
置
き
に
つ
い
て
」
法
学
新
報
一
二
一
巻
五
・
六
号
一
頁
参
照
。

（
26
）
逮
捕
に
伴
う
搜
索
と
し
て
自
動
車
内
部
の
無
令
状
捜
索
が
許
さ
れ
る
の
は
、
①
被
逮
捕
者
が
捜
索
中
に
自
動
車
に
立
ち
戻
れ
る
状
態
に
あ
る

（w
ithin reaching distance

）
場
合
、
ま
た
は
、
②
自
動
車
内
に
逮
捕
被
疑
事
実
と
関
連
す
る
証
拠
が
存
在
す
る
と
思
料
す
る
こ
と
が
合
理
的



五
五
一

逮
捕
に
伴
う
搜
索
・
押
収
の
法
理
と
携
帯
電
話
内
デ
ー
タ
の
捜
索
（
柳
川
）

で
あ
る
場
合
で
あ
る
と
す
る
も
の
。See, A

rizona v. G
ant, 556 U

.S. 332

（2009

）.  G
ant

に
つ
い
て
は
、
洲
見
光
男
・
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
一

〇
年
Ⅰ
号
二
四
七
頁
参
照
。

（
27
）
「
逮
捕
被
疑
事
実
と
関
連
す
る
証
拠
が
存
在
す
る
と
思
料
す
る
の
が
合
理
的
な
場
合
」
と
い
うG

ant

の
基
準
は
、
そ
の
内
容
が
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
い
が
、probable cause

（
相
当
な
理
由
）
よ
り
も
蓋
然
性
の
程
度
が
低
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。See, e.g., 

Pincus, E
volving T

echnology and the Fourth A
m

endm
ent : T

he Im
plications of R

iley v. California, 2014 Cato Sup. Ct. Rev. 
307, 334 （2014

）.

（
28
）Sm

ith v. M
aryland, 442 U

.S. 735

（1979

）.  Sm
ith

に
つ
い
て
は
、
渥
美
東
洋
編
『
米
国
刑
事
判
例
の
動
向　

Ⅳ
』（
柳
川
重
規
）（
中
央
大

学
出
版
部
、二
〇
一
二
年
）
二
九
〇
頁
、鈴
木
義
男
編
『
ア
メ
リ
カ
刑
事
判
例
研
究　

第
一
巻
』（
関
哲
夫
）（
成
文
堂
、一
九
八
二
年
）
三
〇
頁
参
照
。

（
29
）
無
令
状
捜
索
が
「
逮
捕
に
伴
う
捜
索
」
と
し
て
許
さ
れ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
先
例
で
こ
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
・
ア
プ
ロ
ー

チ
が
採
ら
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、R

iley

で
は
、
逮
捕
に
伴
い
無
令
状
で
の
捜
索
が
認
め
ら
れ
る
根
拠
で
あ
る
、
逮
捕
官
憲
の
安
全
の
確
保

と
被
逮
捕
者
に
よ
る
証
拠
隠
滅
の
防
止
と
い
う
二
つ
の
根
拠
が
と
も
に
妥
当
し
な
い
の
で
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
必
要
も
な
か
っ

た
事
例
で
あ
っ
た
と
し
、
さ
ら
に
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
判
断
が
不
確
定
的
で
判
断
者
の
恣
意
が
入
り
込
む
虞
れ
が
あ
り
、
こ
れ
を

多
用
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
し
て
、R

iley

を
批
判
す
る
見
解
も
あ
る
。See, T

he Suprem
e Court 2013 T

erm
 Leading Case, 128 

H
arv.L.Rev. 251

（2014

）. 

携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
に
対
す
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
干
渉
の
強
さ
を
指
摘
す
る
た
め
に
、
法
廷
意
見
は
あ
え
て
バ

ラ
ン
シ
ン
グ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
と
も
言
え
る
が
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
危
険
性
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（
30
）A

tw
ater v. City of Lago V

ista, 532 U
.S. 318

（2001
）.

（
31
）W

hren v. U
nited States, 517 U

.S. 806

（1996

）. W
hren

に
つ
い
て
は
、
米
国
刑
事
法
研
究
会
（
代
表　

渥
美
東
洋
）・
ア
メ
リ
カ
刑
事
法

の
調
査
研
究
（
七
六
）（
成
田
秀
樹
）
比
較
法
雑
誌
三
二
巻
二
号
一
六
六
号
、
川
出
敏
裕
『
別
件
逮
捕
・
勾
留
の
研
究
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）

一
三
四
頁
参
照
。

（
32
）
逮
捕
に
伴
う
自
動
車
の
捜
索
に
関
し
て
、D

ripps, T
he Fourth A

m
endm

ent and T
he Fallacy of Com

position: D
eterm

inacy versus 
Legitim

acy in a R
egim

e of Bright-Line R
ules, 74 M

iss. L.J. 341

（2004
）
は
、N

ew
 Y

ork v. Belton, 453 U
.S. 454

（1981

）
を
、

U
nited States v. R

obinson, 414 U
.S. 218

（1973

）
が
示
し
たblight-line rule
を
自
動
車
の
車
両
内
の
捜
索
に
対
し
て
採
用
し
た
も
の
と
し



五
五
二

て
、
事
案
の
差
異
を
考
慮
せ
ず
に
そ
の
判
示
内
容
を
無
限
定
に
適
用
し
たT

hornton v. U
nited States, 541 U

.S. 615 （2004

） 

が
合
衆
国
最
高

裁
判
所
に
よ
り
下
さ
れ
た
際
に
、T

hornton

が A
tw

ater v. City of Lago V
ista, 532 U

.S. 318

（2001

）、W
hren v. U

nited States, 517 
U

.S. 806

（1996

）
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
自
動
車
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
恣
意
的
な
捜
索
が
行
わ
れ
る
危
険
が
生
じ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

た
。
も
っ
と
も
、T

hornton

は
そ
の
後
、A

rizona v. G
ant, 556 U

.S. 332

（2009

） 

に
よ
り
変
更
さ
れ
、Belton

はblight-line rule

を
採
用

し
た
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
た
の
で
、
自
動
車
の
捜
索
に
関
し
て
は
、
こ
う
し
た
恣
意
的
な
法
執
行
が
行
わ
れ
る
危
険
は
あ
る
程
度
抑
え
ら
れ
た
。

Belton
に
つ
い
て
は
、
渥
美
東
洋
編
『
米
国
刑
事
判
例
の
動
向　

Ⅳ
』（
香
川
喜
八
朗
）（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
）
三
六
四
頁
、
鈴
木

義
男
編
『
ア
メ
リ
カ
刑
事
判
例
研
究　

第
二
巻
』（
洲
見
光
男
）（
成
文
堂
、
一
九
八
六
年
）
三
七
頁
、
渡
辺
修
・
ア
メ
リ
カ
法
一
九
八
三
年
Ⅰ
号

一
八
六
頁
参
照
。T

hornton

に
つ
い
て
は
、
洲
見
光
男
・
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
〇
五
年
Ⅰ
号
一
三
五
頁
、
原
田
和
往
・
比
較
法
学
三
九
巻
二
号
三

六
一
頁
参
照
。

（
33
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
成
瀬
・
前
掲
注（
3
）一
六
九
─
一
七
〇
頁
参
照
。
な
お
、A

lito

裁
判
官
の
一
部
補
足
・
結
論
賛
成
意
見
は
、
携
帯
電
話

内
デ
ー
タ
の
捜
索
に
対
す
る
立
法
に
よ
る
規
律
を
促
し
て
い
る
が
、
議
会
が
情
報
の
類
型
に
応
じ
て
規
制
の
仕
方
を
変
え
た
立
法
を
行
う
こ
と
を

想
定
し
て
お
り
、
し
か
も
、
携
帯
電
話
内
デ
ー
タ
の
中
に
個
人
が
公
衆
に
対
し
て
公
開
し
て
い
る
情
報
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
立
法
に
よ
り
令
状
搜
索
の
範
囲
を
限
定
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
無
令
状
捜
索
が
許
さ
れ
る
場
合
を
認
め
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。See, R

iley v. California, 573 U
.S. _ , at _

（A
lito J. concurring in part and concurring in the judgm

ent

）（slip op., 
at 5

─6

）.

（
34
）
ス
ト
リ
ー
ト
・
ギ
ャ
ン
グ
の
構
成
員
に
よ
る
犯
罪
で
あ
れ
ば
、
被
疑
者
が
ス
ト
リ
ー
ト
・
ギ
ャ
ン
グ
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
が
事
件
の
背
景
事

情
と
な
り
、
こ
の
こ
と
を
示
す
証
拠
も
被
疑
事
実
と
関
連
す
る
証
拠
と
な
り
う
る
の
で
、
関
連
性
の
認
め
ら
れ
る
範
囲
が
拡
大
す
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、See, M

esserschm
idt v. M

illender, 132 S.Ct. 1235
（2012

）（
捜
索
対
象
物
を
「
①
す
べ
て
の
火
器
及
び
火
器
関
連
物
、
②
被
疑

者
が
ス
ト
リ
ー
ト
・
ギ
ャ
ン
グ
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
を
示
す
す
べ
て
の
物
」
と
す
る
捜
索
令
状
に
基
づ
い
て
捜
索
が
行
わ
れ
た
事
例
に
つ
き
、

通
常
の
能
力
を
備
え
た
捜
査
官
で
あ
れ
ば
、
当
該
事
案
で
令
状
が
発
付
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
料
す
る
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
当
た
ら
な
い
と
し

て
、
違
法
捜
査
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
の
訴
え
を
提
起
さ
れ
た
警
察
官
に
対
し
、
制
限
的
免
責
（qualified im

m
unity

）
が
認
め
ら
れ
た

事
例
）。M

esserschm
idt

に
つ
い
て
は
、
米
国
刑
事
法
研
究
会
（
代
表　

椎
橋
隆
幸
）・
ア
メ
リ
カ
刑
事
法
の
調
査
研
究
（
一
三
七
）（
柳
川
重
規
）

比
較
法
雑
誌
四
七
巻
三
号
二
〇
九
頁
参
照
。



五
五
三

逮
捕
に
伴
う
搜
索
・
押
収
の
法
理
と
携
帯
電
話
内
デ
ー
タ
の
捜
索
（
柳
川
）

（
35
）See, R

iley v. California, 573 U
.S. _ , at _

（slip op., at 26

）; M
issouri v. M

cN
eely, 569 U

.S. _ , at _

（slip op., at 11

─12

）; id., at _ 

（Roberts, C.J., concurring in part and dissenting in part

）（slip op., at 8

）（2013

）.
（
36
）U

nited States v. Jones, 132 S.Ct. 945

（2012

）.  Jones

は
、
公
道
の
パ
ー
キ
ン
グ
に
駐
車
し
て
い
た
被
疑
者
車
両
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
を
装
着
し

て
追
跡
を
行
っ
た
事
案
で
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
装
着
が
ト
レ
ス
パ
ス
に
当
た
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
個
人
の
情
報
を
収
集
し
た
行
為
が
第
四
修
正
上
の
「
捜

索
」
に
当
た
る
の
で
、
搜
索
の
実
体
要
件
（probable cause

）
と
令
状
要
件
を
具
備
し
な
け
れ
ば
、
違
憲
と
な
る
と
判
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

Jones

に
つ
い
て
は
、
米
国
刑
事
法
研
究
会
（
代
表　

椎
橋
隆
幸
）・
ア
メ
リ
カ
刑
事
法
の
調
査
研
究
（
一
三
五
）（
眞
島
知
子
）
比
較
法
雑
誌
四

七
巻
一
号
二
一
九
頁
、
清
水
真
「
捜
査
手
法
と
し
て
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の
装
着
と
監
視
・
再
論
」
明
治
大
学
法
科
大
学
院
論
集
一
三
号
一
六
三
頁
、

土
屋
眞
一
「
捜
査
官
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
り
公
道
を
走
る
被
疑
者
の
車
を
監
視
す
る
こ
と
は
、
違
法
な
捜
索
か
？
─
最
近
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
最

高
裁
判
決
」
判
時
二
一
五
〇
号
三
頁
、
緑
大
輔
・
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
一
三
年
Ⅱ
号
三
五
六
頁
、
湯
淺
墾
道
「
位
置
情
報
の
法
的
性
質
─U

nited 
States v. Jones

判
決
を
手
が
か
り
に
」
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
総
合
科
学
四
号
一
七
一
頁
、
大
野
正
博
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
被
疑
者
等
の
位
置
情

報
探
索
」（（『
曽
根
威
彦
先
生
・
田
口
守
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
［
下
巻
］）（
成
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）
四
八
五
頁
、
三
井
誠
・
池
亀
尚
之
「
犯

罪
捜
査
に
お
け
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
の
利
用
─
最
近
の
合
衆
国
刑
事
裁
判
例
の
動
向
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
四
二
号
五
五
頁
参
照
。

（
37
）
ビ
ー
パ
ー
を
用
い
た
監
視
の
事
例
で
こ
の
よ
う
に
判
示
さ
れ
て
い
る
。See, U

nited States v. K
notts, 460 U

.S. 276

（1983

）; U
nited 

States v. K
aro, 468 U

.S. 705

（1984

）.  K
notts

に
つ
い
て
は
、
渥
美
東
洋
編
『
米
国
刑
事
判
例
の
動
向
Ⅳ
』（
香
川
喜
八
朗
）（
中
央
大
学
出

版
部
、
二
〇
一
二
年
）
三
一
三
頁
、
鈴
木
義
男
編
『
ア
メ
リ
カ
刑
事
判
例
研
究　

第
二
巻
』（
大
塚
裕
史
）（
成
文
堂
、
一
九
八
六
年
）
一
八
頁
。

K
aro

に
つ
い
て
は
、
渥
美
東
洋
編
『
米
国
刑
事
判
例
の
動
向
Ⅳ
』（
香
川
喜
八
朗
）（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
）
三
二
三
頁
、
鈴
木
義
男

編
『
ア
メ
リ
カ
刑
事
判
例
研
究　

第
二
巻
』（
大
塚
裕
史
）（
成
文
堂
、
一
九
八
六
年
）
三
六
頁
、
加
藤
克
佳
・
ア
メ
リ
カ
法
一
九
八
六
年
Ⅱ
号
四

六
三
頁
参
照
。

（
38
）
ち
な
み
に
、
法
廷
意
見
は
、R

iley

の
判
示
が
、「
逮
捕
に
伴
う
捜
索
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
状
況
の
下
で
も
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ

の
集
積
を
確
認
・
収
集
す
る
行
為
が
第
四
修
正
上
の
「
捜
索
」
に
当
た
る
と
判
示
し
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。See, R

iley v. California, 573 
U

.S. _ , at _ ,（slip op., at 18

─19

）.

（
39
）
第
三
者
に
預
託
し
た
物
や
情
報
に
関
し
て
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
合
理
的
な
期
待
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
法
理
。M

iller v. U
nited 

States, 425 U
.S. 435

（1976

）（
銀
行
預
金
者
が
通
常
の
業
務
過
程
に
お
い
て
自
ら
銀
行
に
伝
え
た
資
産
情
報
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー



五
五
四

の
正
当
な
期
待
が
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
た
事
例
）; Sm

ith v. M
aryland, 442 U

.S. 735

（1979

）（
架
電
し
た
電
話
番
号
に
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

の
正
当
な
期
待
が
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
た
事
例
）
等
に
よ
り
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
す
る
情
報
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に

預
託
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
た
め
、
こ
の
法
理
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
保
護
が
一
切
及
ば
な
く
な
り
不
当
で
あ
る
と
の

批
判
が
出
さ
れ
て
い
る
。See, e.g., Stephen J. Schulhofer, M

ore Essential than Ever

（O
xford, 2012

）pp. 126

─34.

（
40
）
香
城
敏
麿
・
ア
メ
リ
カ
法
一
九
七
〇
年
Ⅱ
号
二
七
八
頁
。

（
41
）
杉
原
隆
之
「
押
収
し
た
携
帯
電
話
機
内
の
デ
ー
タ
を
読
み
出
す
た
め
の
令
状
」
別
冊
判
例
タ
35 

令
状
に
関
す
る
理
論
と
実
務
Ⅱ
（
判
例
タ
イ
ム

ズ
社
、
二
〇
一
三
年
）
一
四
六
頁
は
、
押
収
さ
れ
た
携
帯
電
話
機
内
の
デ
ー
タ
を
読
み
出
す
行
為
は
、
押
収
に
「
必
要
な
処
分
」（
刑
訴
法
二
二
二

条
一
項
、
一
一
一
条
）、
あ
る
い
は
、
押
収
の
本
来
的
効
力
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
任
意
処
分
と
し
て
、
特
に
検
証
令
状
を
入
手
せ
ず
と
も
行
え
る

と
言
う
。
携
帯
電
話
が
捜
索
・
押
収
令
状
に
よ
り
押
収
さ
れ
た
場
合
を
前
提
に
し
て
議
論
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
逮
捕
に
伴
っ
て
押
収
さ
れ

た
場
合
も
含
ん
で
い
る
と
す
る
と
、R

iley

と
は
全
く
異
な
る
立
場
の
主
張
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
42
）
合
衆
国
に
お
け
る
第
四
修
正
の
令
状
要
件
の
例
外
に
つ
い
て
は
、
洲
見
光
男
「
修
正
４
条
の
保
護
と
そ
の
実
現
─
令
状
要
件
の
例
外
を
中
心
と

し
て
─
」（『
曽
根
威
彦
先
生
・
田
口
守
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
［
下
巻
］）（
成
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）
四
六
三
頁
参
照
。

（
43
）Schm

erber v. California, 384 U
.S. 757

（1966

）; M
issouri v. M

cN
eely, 133 S.Ct. 1552

（2013

）.

（
44
）U

nited States v. W
atson, 423 U

.S. 411
（1976

）.  

（
45
）Payton v. N

ew
 Y

ork, 445 U
.S. 573

（1980
）.  Payton

に
つ
い
て
は
、
渥
美
東
洋
編
『
米
国
刑
事
判
例
の
動
向　

Ⅳ
』（
香
川
喜
八
朗
）（
中

央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
）
一
二
八
頁
参
照
。

（
46
）Steagald v. U
nited States, 451 U

.S. 204

（1981

）.  Steagald

に
つ
い
て
は
、
渥
美
東
洋
編
『
米
国
刑
事
判
例
の
動
向　

Ⅳ
』（
柳
川
重
規
）

（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
）
一
四
一
頁
、
鈴
木
義
男
編
『
ア
メ
リ
カ
刑
事
判
例
研
究　

第
二
巻
』（
酒
井
安
行
）（
成
文
堂
、
一
九
八
六
年
）

一
二
頁
参
照
。

（
47
）Payton v. N

ew
 Y

ork, 445 U
.S. 573

（1980

）
で
は
、
被
疑
者
の
自
宅
に
立
ち
入
っ
て
逮
捕
す
る
場
合
は
、
逮
捕
に
よ
り
被
疑
者
の
行
動
の

自
由
が
制
限
さ
れ
る
ほ
か
、
住
居
と
い
う
最
も
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
が
厚
く
保
護
さ
れ
る
べ
き
領
域
に
対
す
る
干
渉
も
行
わ
れ
る
の
で
、
適
法
な
逮

捕
の
効
力
に
よ
り
住
居
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
が
正
当
に
開
か
れ
る
と
し
て
も
、
誤
っ
て
違
法
な
逮
捕
に
よ
り
住
居
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
が
侵
害
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
逮
捕
が
実
体
要
件
に
支
え
ら
れ
適
法
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
事
前
の
令
状
審
査
に
よ



五
五
五

逮
捕
に
伴
う
搜
索
・
押
収
の
法
理
と
携
帯
電
話
内
デ
ー
タ
の
捜
索
（
柳
川
）

る
実
体
要
件
の
確
認
が
義
務
付
け
ら
れ
る
の
だ
と
さ
れ
た
。
ま
た
、Steagaltd v. U

nited States, 451 U
.S. 204

（1981

）
で
は
、
被
疑
者
を
そ

の
自
宅
で
逮
捕
す
る
場
合
に
は
、
被
疑
者
が
自
宅
に
居
る
可
能
性
は
一
般
に
高
い
の
で
、
立
入
り
を
正
当
化
す
る
要
件
の
一
つ
で
あ
る
被
疑
者
が

自
宅
に
居
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
を
、
改
め
て
令
状
審
査
に
よ
っ
て
確
認
す
る
必
要
は
な
い
が
、
第
三
者
宅
で
逮
捕
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
言
え
な
い
の
で
、
第
三
者
宅
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
干
渉
す
る
に
は
、
こ
の
点
を
令
状
審
査
に
よ
り
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
と
さ

れ
た
。

（
48
）
携
帯
電
話
内
の
デ
ー
タ
の
捜
索
は
、
判
例
上
、
通
信
傍
受
（
最
決
平
一
一
・
一
二
・
一
六
刑
集
五
三
巻
九
号
一
三
二
七
頁
）
や
Ｘ
線
に
よ
る
荷

物
の
内
容
確
認
（
最
決
平
二
一
・
九
・
二
八
刑
集
六
三
巻
七
号
八
六
八
頁
）
が
、
刑
訴
法
上
の
処
分
と
し
て
は
検
証
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
す
る
と
、
検
証
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。

（
本
学
法
学
部
教
授
）


